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８ 地域探究活動 

  普通科探究コースの学校設定科目で地域や身の回りの課題、関心ごとなどからテーマを設定し、立て

た問に対する実践を行う活動である。２年生のテーマ設定に至るまでは SDGs や専門家の話を聞いた

り、フィールドワークしたりしながら決めていく。テーマが決定したら、課題解決のための実践を行い、

さらにそれを振り返ることで探究のサイクルを回していく。 

普通科探究コース２・３年生 67 名が対象に取り組んだ。身の回りや地域課題から問を見つけ、テー

マ設定を行いプロジェクト化し、２０プロジェクトが実践している。活動の際は、多様な人々、機関、

団体との協働している。グローカル学習成果発表会、高校生の全国サミットをはじめ県内外の高校生と

オンラインで対話をする機会にも積極的に参加している。今年度は、オンライン海外研修や海外留学を

考えていた生徒がカンボジアの起業でオンラインインターンを実践するなどコロナ禍でも可能な地域

を考える上で海外とのつながりを持つ生徒が増えたことが顕著であった。 

①全体計画 

年 月 実施項目 

２

年 

６ ＜地域探究活動とは？＞ 

使用教材：マイプロジェクト探究ガイドブック part.1 

なぜ地域探究か。 

マイプロジェクト全国サミット視聴（４０分）を見て意見発表。 

＊マイプロのための地域探究でも、地域のための地域探究でもない。自分を成長させる

ためにやる。 

・関係人口 ・発表の仕方 ・人を巻き込む えびの市の魅力について探る。 

コロナだからできること。地域活性化とは何か。アンケート（探究活動・進路について） 

７ 自分グラフ作成  SDGｓについて知る 

SDGｓフォトコンテストの実施  地域で活躍する人を知ろう 

ニシモロスタイルを読んで興味ある人を挙げ、調べる。 

魅力化コア会議のメンバーについて知る。 

地域で活躍する人に取材をしよう。取材対象の選定。 

ヒーローインタビューの練習（大正大学山中先生）,取材開始 

取材記事の作成方法・レイアウトについて 

９ 

 

取材記事作成期間・台湾への修学旅行プロデュース大会 

取材記事完成・発表      探究テーマ決定/起業家育成プロジェクトスタート 
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②ＳＤＧｓフォトコンテスト発表会（2 年） 

テーマ設定に至るまでは、いくつかのワーク

を行う。一つは、SDGs を切り口に地域の気に

なる写真を撮影して下記のようにまとめる。こ

れをグループやクラスで共有することでテー

マ設定のきっかけとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 
実践①から実践②へ 

・えびの未来カフェオンライン ・実践①の評価と新たな問を見つける 

11 

３ 
実践②の評価と新たな問を見つける 

３

年 

６ 

７ 

課題解決に向けた実践③～④ ・ポスターセッション 

地域探究活動 探究テーマ 

・農創生プロジェクト ・共に学ぶ場づくり ・地域環境プロジェクト 

・ｅスポーツで地域を元気に ・プレーパークプロジェクト ・ゆるスポーツ 

・合宿誘致プロジェクト ・海外✖地域プロジェクト ・子育て支援プロジェクト 

・グローカルリーダーズサミット ・吉都線活性化プロジェクトなど 

９ 

12 
個人レポート作成 発表プレゼン作成 

２ グローカル学習成果発表会 

＜事前準備＞ 

 

１４：３５ 

 

１４：４５ 

１５：１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１５：２５ 

休憩 

１５：３５ 

 

 

 

１６：００ 

タブレットＰＣを準備する。（３６＋

１台）  探究ファイル配付 

教室にて全体説明・１人１台タブレッ

ト配付 

教室移動 

グループ別発表会（密にならないよう

に注意する） 

タブレットＰＣで写真を表示しなが

ら６人のグループ内で発表して、各班

１人代表者を決定。発表は１人２分以

内で感想記入１分（付箋にアドバイス

や感想を書いて発表者に渡す）。 

アドバイスをもとに各自コメント欄

の修正を行う。 

教室移動 

代表者発表（２Ｂ教室） 

＜プロジェクター使用＞ 

タブレット返却 

ふりかえり・「地域活性化について」 
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③対話を用いた授業「ゆたかさとは？」 

地域探究を実践する 3 年生を対象に宮崎県総合政策課とコラボして県の「ゆたかさ指標」を用いた

対話ワークの授業を実践した。生徒たちは実践の中から様々なことを述べておりこれまでの活動のふ

りかえりや新たな視点で考える貴重な機会となった。 

   

実施日時 令和２年９月１６日（水） ６～７校時 指 導 者 梅北 瑞輝 

指導学級 ３年Ｂ組（生徒数３１名） 指導教室 多目的ホール 

教科・科目 地域探究活動 単元名  “ゆたかさ”とは？ 

本時の目標 

１）前時のゆたかさ指標について、それぞれ考えていることをクラス全体で共有する 

２）ワールドカフェ（対話）により、自由に質問、語り合うことを実践から学ぶ 

３）他者のテーマ（考え方）を知ることにより、視点を増やし、より深く考える 

３つの観点別学習状況の評価 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的学習に取り組む態度  

段階 学習内容 学習活動 指導上の留意点 

導入 

(3 分) 

〇ゆたかさ指標について 

〇ワールドカフェについて 

〇ゆたかさ指標の講義を受けて考えたことや

感じていることなどフリーで発表する。 

〇ワールドカフェの説明を聞く。 

〇ゆたかさ指標について再確認する。 

〇アイデアは、人がオープンに会話を行い、自

由にネットワークを築くことのできる『カフ

ェ』のような空間でこそ創られること、ワール

ドカフェのルールについて説明する。 

展開 

(39

分) 

ワールドカフェテーマ 

「私の考える“ゆたかさ”」 

１ターム目（13 分） 

①4 人グループで 1 人ずつ、自分の考える“ゆ

たかさ“について、地域探究の経験をふまえて

共有する。 

②共有されたテーマについて質問、回答をす

る。 

③それぞれのテーマについて、すぐに実践で

きることを語り合う。 

2～3 ターム目（各 13 分） 

④グループに一人残り、残りのメンバーは他

のグループへ移動する。 

⑤グループに残ったメンバーが 1 ターム目の

内容について新たなメンバーに共有する。 

⑥新たに加わったメンバーも前のグループで

話した内容を共有する。 

⑦対話を通して改めて考えた“ゆたかさ”につ

いてそれぞれ発表する。 

〇テーマについて説明をする。その際、話すポ

イントなどを簡単に示す。 

〇1 ターム目の進め方について説明し、ワール

ドカフェについて再度確認をする。 

 

 

 

 

 

 

〇新たなグループを作る際は、前のグループ

とメンバーが重ならないよう指示する。 

〇２・3 ターム目の進め方について説明する。 

ま と

め 

(8 分) 

〇今回の学びについて全体

共有する。（5 分） 

〇ワークシート作成（3 分） 

〇全体共有したことについて発表する。 

 

〇今回の学びを記録する。 

〇全体共有したい内容について発表を促す。 

 2～3 名 

〇ワークシートに記録をするよう指示する。 

〇本時の講評と次回に向けた指示を行う。 
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④ハイブリッド型探究 

昨年度３月より企画・実践する予定であったことが全てキャンセルとなり実践を中心とした探究活動を

進めていく上でどのように修正をしていくかが課題であった。そこで、学校全体のチャレンジとしてオン

ライン面談やオンライン授業の試験運用をスタートさせた。地域探究についても２・３年生それぞれで１

コマずつ実施し「今できることは何か？」をテーマに対話の時間をつくり生徒たちに委ねて以降、オンラ

インを活用した探究活動が一気に進んでいった。 

例えば、３年生の女子生徒の一人は当初インバウンドを想定したえびの観光ツアーを計画していた。当然

ながらこの企画はできなくなり、次のアクションをどうするべきか考える中で選択したのはオンライン

で海外企業へインターンすることであった。これは、カンボジアで日本商品を展開する企業で行ったもの

で休校期間中、探究の時間を使って活動を行った。3 か月間企業での業務にあたる中で「地域のものを海

外へ発信したい」と社員向けに地域の魅力についてプレゼンを行い焼き芋の販売を提案。それが採用さ

れ、現在プノンペンやバンコクで販売されている。このようにオンラインを活用した探究は、高校の枠を

超えて協働し進めていく新たな事例となっている。 

 

探究オンライン授業        カンボジア研修          ラオス研修 

 

⑤探究の自走 

 また、ハイブリッド型の取り組みが広がったことによりコロナ禍にありながら生徒たちの自走も変化

した。例えば、探究の時間に専門家の話を聞きたいとなれば直接足を運ばなくても Zoom でつなぎレク

チャーを受けたり、プレゼンをしてフィードバックをもらったりするなどこれまでにない取り組みが見

られるようになった。これに加えて通常の活動もできるようになると、オンラインとオフラインを使い分

けた実践が見られるようになった。 

    

   起業家プロジェクト      専門家との意見交換        地域医療ＩＰＥ 
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